
図1　5バンド・アンチエイリアス・フィルタの基板間接続図
カットオフ周波数15 Hz，150 Hz/1.5 kHz，15 kHz/150 kHzの基板を1つのケースに実装する．4回路6接点のロータリ・スイッチで周波数バンド
を切り替える

出力

－15V
コモン
＋15V

3
2

2 1
2 1

1

±
15
V
電
源
回
路

電
源

ス
イ
ッ
チヒ
ュ
ー
ズ

パ
ワ
ー

入力 SW1a

SW1：4回路6接点ロータリ・スイッチ LPF：Low Pass Filter 
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　前回はアンチエイリアス・フィルタの必要性と
OPアンプを用いた各種アクティブ・ローパス・フ
ィルタの特性を解説しました．
　今回はアンチエイリアス・フィルタとして使う多
重帰還型アクティブ・フィルタの設計方法の詳細と
製作例を紹介します．
　素子数が少なく低ひずみで大きな減衰量の得られ
る多重帰還型ローパス・フィルタを使いました．8
次の減衰特性でカットオフ周波数が15 Hz，150 Hz，
1.5 kHz，15 kHz，150 kHzの5バンドに対応する
フィルタです．図1に示すように，1つの基板に１つ
または2つのフィルタ回路を実装し，バンドはロー

タリ・スイッチで切り換えます．
　図2に示すのは，5バンドのゲイン周波数特性で
す．通過域はほぼフラットで最大減衰量は－70 dB
程度得られています．最大100 kHzまでのスペクト
ラム計測に使えます．� 〈編集部〉

設　計

● アクティブ・フィルタの構成
▶1.5 kHzカットオフ周波数の8次ローパス・フィルタ
　図3（a）に示すのは，今回製作した高域カットオフ
周波数（fC）1.5 kHzの8次バターワース型ローパス・フ
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